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第９回フォトコンテスト連動企画！
～募集テーマ～ 　「おしゃれ」な多治見　　　　　　　　　6月1日（月）～令和9年1月3日（日）
皆さんの思う「おしゃれ」な多治見を映した“写真”と“おしゃれエピソード”を、ぜひお寄せください！
いただいたお写真とエピソードは、今年度、たじみすとの“連載企画”として取り上げさせていただくとともに、
「多治見市フォトコンテスト」へもエントリーされます。たくさんのご応募をお待ちしております！
～応募方法～
①多治見市移住定住アカウントをフォロー（@tajimi.lifeで検索またはQRコードから）
②あなたの思う「おしゃれな多治見」を市内で撮影（過去の写真でもOK 、季節は問いません）
③「#LOVEたじみ」と@tajimi.lifeをタグ付けし、撮影した場所やモノと「おしゃれエピソード」を添えてInstagramで投稿！
投稿された作品の中から10点を選び、素敵な商品をプレゼントします。広報紙だけでなく、市公式SNSなど
でも紹介、活用させていただきます。
注意事項
●本人が撮影した写真に限ります
●過去に市公式Instagramフォトコンテスト、その他公募展
で入選していない作品であれば応募可能です
●応募した時点で市ホームページや広報紙、市が作成する
販促物への掲載、使用を了承したものとみなします

今月の表紙は、市の災害対策本部会議の様
子です。出水期に入り、いざという時にすぐ参
集できるよう、市でも体制の確認をしていま
す。いざという時の情報入手先や避難経路な
ど、日頃の備えを今一度見直しましょう。
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生活情報／土岐川観察館 など
6月は環境月間です
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夜間休日在宅当番医 など
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マイタウンホットニュース
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ＳＮＳでも情報発信しています

Facebook LINE Instagram
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企画政策課 ☎22-1376(多治見のおしゃれ)問
秘書広報課 ☎22-1372(フォトコンテスト)問

キャッチコピーは
「 来て見ておしゃれ LOVE ♡たじみ 」
「多治見っておしゃれなまちだね！」と
市外の方にも知ってもらいたい！
多治見に来てもらいたい！
多治見のファンを増やしたい！
多治見の「おしゃれ」を世界に

発信します♪

48,372世帯世帯数
男 50,125人　女 53,111人
103,236人総人口
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☎23-2600 休館日 火曜日　E-Mail: bunka@tajimi-bunka.or.jp問申

応援プロジェクトU25 文化会館は25歳以下の人々の文化・芸術活動やコンサートなどの
さまざまな文化事業への参加を応援しています。

　0歳のお子さまから大人まで楽しめるファミリーコンサート。
リズムコーナーや音楽で楽しむ絵本など、楽しいプログラムが
盛りだくさん。
日時　8月29日（土） 10:30開場 11：00開演
出演　歌・司会　酒井和音
　　　演奏 中部フィルハーモニー交響楽団
　　　　　 ブラス・アンサンブル
会場　小ホール
料金　全席自由
　　　大人券　1,000円※膝上の子ども1人まで無料
　　　子ども券　300円(0歳～小学生)※座席を利用する場合
　　　学生券　　500円(中学生～大学生)
発売日　6月10日（水）
主催：NPO法人 中部フィルハーモニー交響楽団　共催：文化会館

●令和9年7月使用の予約調整日　令和8年7月1日（水）9:00
●令和9年7月の休館日、使用できない日
【休館日】 6日、13日、20日、27日
【使用できない日】 全館7月31日
※最新の施設予約可能状況はホームページをご覧ください

こどもおんがくスペース ver.2
歌っても聴くだけでもOK。好きな歌や楽器に触れ、最後はプロ
の生演奏に包まれる放課後の音遊び♪音が好きなみんなを待っ
ています。
日時　7月17日～3月19日（奇数月第3金曜日）
 ①16:00～16:50 ②17:00～17:50
場所　練習室2
対象　0歳～中学生まで
 ①②各10人※保護者の参加可
申込方法　6月1日(月)9:00～
  電話または
  申込フォームから
協力：陶都楽友協会

ふらっとコンサートvol.78
初夏を彩る打楽器アンサンブルコンサート
ディズニーの名曲からクラシックの定番曲まで。次々と
繰り出されるテクニックと五感に響くライブ感！6月の初夏を
音楽で彩ります。
日時　6月21日(日) 16:30開場 17:00開演
場所　大ホールロビー
出演　Viciic percussion ensemble group
　　　松野弥咲、西村雅、亀山佳音、愛場乃愛
※未就学児入場可

日　時 7月25日(土) 14:00～16:00 
場　所 多治見パークレーンズ
対　象 25～45歳の未婚の男女　

定　員 男女各6人
参加料 1,900円
申込方法 7月14日（火）までにQRコードから
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近年、台風や集中豪雨による風水害・土砂災害は局地化・激甚化しており、毎年6月から10月にかけて各地で
人的被害が発生しています。こうした災害から命を守るためには、「自らの命は自ら守る」という自助の意識を
持ち、正確な情報の収集と早めの避難行動が重要です。

危機管理課 ☎22-1378問

平成23年9月、台風
15号を伴う湿った空気と
秋雨前線の刺激による
集中豪雨により、市で観測
史上最大となる24時間
降水量432ｍｍを記録し
ました。写真は、平和町
5丁目交差点が水没した
時の様子です。

平成23年9月、台風
15号を伴う湿った空気と
秋雨前線の刺激による
集中豪雨により、市で観測
史上最大となる24時間
降水量432ｍｍを記録し
ました。写真は、平和町
5丁目交差点が水没した
時の様子です。
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中部電力パワーグリッド ☎0120-985-232問
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道路河川課 ☎22-1280問

水害に備えるため、国、県、市の
各機関が協力して水防訓練を
行います
日時　６月14日（日）
　　　8：30～9：30
場所　土岐川右岸堤防
　　　（前畑町1丁目）
※一般参加不可

【参加者の感想】
●発災時待つだけではダメ、自
分から動くという話が印象に
残りました

●災害用の簡易トイレの使い
方を知ることができたのは良
い経験になりました

●個人でも備えることが重要
であることを実感しました

●今回の参加で災害に関して
意識が高まりました

　戸別受信機の購入設置費用の一部を補助します。
対象者　市内在住者

次のいずれかに該当する場合は対象外
〇ご本人や同居する方が過去にこの補助金の交付を受けている
〇ご本人が市税などを滞納している

対象経費 ①戸別受信機の購入設置費用、②専用アンテナの購入設置費用
補助金額 ◇視覚障がい（１，２級）の方は10分の９以内（限度額①59,400円、①②両方の場合82,000円）
 ◇上記以外の方は10分の５以内（限度額①33,000円、①②両方の場合45,500円）

　公衆用道路、公園および児童遊園に面して設置されたブロック塀などの
除去にかかる費用の一部を補助します。
対象となる塀
コンクリートブロック塀、石塀（大谷石等）、コンクリート塀またはレンガ
塀で、除去前の高さが擁壁高を含め敷地面高1.0ｍ以上、総延長が2.0ｍ
以上の塀
補助金額 次の①②いずれか少ないほうの金額（限度額200,000円）
 ①ブロック塀などの延長(ｍ)×10,000円
 ②塀の除去費用の2分の1 ※100円未満の端数は切り捨て
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秘書広報課 ☎22-1372問

　市には、市民討議会という取り組みがあります。
これは、市民討議会実行委員会（市民のボランティア）
の運営のもと、毎年、無作為に抽出された市民3,000人
の中から選ばれた市民が、市の抱える課題などについて
話し合い、提言にまとめて市に提出するものです。
令和７年度のテーマは「避難所」
　令和7年度の討議会テーマは「災害発生！集まりたく
なる避難所をみんなで考えよう」。市民32人が、安心
して行ける避難所、避難所で支えになるものはどんな

ものか、自分なら避難所でどんな役割を果たせるか、
といった視点で意見交換しました。被災地支援を経験
した市職員の話を聞いたほか、危機管理課の職員に
よる避難所体験が行われ、参加者らは、市が備蓄する
防災シェルターや簡易トイレ、段ボールベッドの組み
立てなどを体験しました。
討議の内容を市へ提言
　市民討議会で出た「現在の備蓄品の見直し、避難所
に必要な場所の確保、心の支えとなる非常持出品や
避難所運営に関する周知、防災を周知するイベントの
実施」などの意見が提言として市に提出されました。

①危機管理課職員の説明を聞きながら段ボールベッドの
組み立てを体験する参加者②討議ではグループごとに真剣な
議論が交わされました

　「防災士」は地域防災の担い手を育成しようと設けられた民間の資格で、平時は防災に関する啓発活動など
を行い、実際に災害が起きた時には避難誘導や救助活動、避難所の運営などにあたります。
対象者 ①～③に該当する方
①市内在住の12歳（中学校など義務教育学校後期課程に就学している方に限る）以上75歳以下
②防災士として防災士機構に認証され、市および自治会の実施する防災訓練などの防災・減災活動に積極的に
参加する意思がある
③多治見市防災士の会に入会している（18歳未満の方を除く）
対象経費 防災士機構が認証した研修機関が実施する防災士養成研修講座の受講料、教本代、
 防災士資格取得試験受験料、防災士認証登録料
補助金額 補助対象経費の合計額に2分の1を乗じて千円未満の端数を切り捨てた額（上限30,000円）

　地域防災力の向上を目的として、自主的かつ継続的な防災活動を行う自主
防災組織に対し、活動に係る経費の一部を補助します。
期間　令和8年度から3年間
対象　区または町内会を単位として結成された自主防災組織
対象経費 ①防災資器材の購入に要する経費
 ②感震ブレーカーの購入に要する経費
 ③防災講座・研修会などの開催に要する経費
 ④防災訓練の実施に要する経費
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美術・文化情報 Art & Museum

うつわ思考　―発語するかたち－
「器」の領域を超えて現れる自己表現のあり方を通し
て、やきものにおける造形概念の広がりとその意義
を考察する展覧会です。
日時　6月6日(土)～8月2日(日)　10：00～18：00

※水曜定休

　　　　 
文化工房ギャラリー
ヴォイス 
☎23-9901

特別展 
落語でトリップ 江戸の暮らしと文化

古典落語の 噺
はなし

 を起点として、当館所蔵品を中心に
江戸時代の徳利など、生活にまつわる道具を紹介。
展示室内で落語家・柳家勧之助の解説動画を上映。
日時　～9月6日(日)9:00～17：00 
　　　※月曜定休、最終入館16：30まで
観覧料　一般500円

　　　　　美濃焼ミュージアム  ☎ 23-1191

カレー皿をつくろう
土の質感や釉薬の表情を楽しみながら、カレーがもっとおいしくなる自分だけの器をつくりませんか。
日時　6月1日（月）〜7月31日（金） ①10：00〜②11：00〜 
　　　③13：00〜 ④14：00〜 ⑤15：00〜　※火曜定休
定員　各枠6人　参加料　2,200円（材料代、焼成代）
申込方法　電話またはホームページから
　　　　　安土桃山陶磁の里ヴォイス工房　☎25-2233

親子環境学習＋工作教室
親子で環境について学び、キットを使って工作し
ます。キットを自作し体感することで、学んだ内容
の理解を深めます。
日時　8月5日（水）10：00～12：00
場所　産業文化センター　3階大会議室
対象　小学1～3年生の親子
講師　パナソニックエレクトリックワークス 
　　　株式会社 社員
定員　親子20組
参加料　500円/子１人

問 　福祉課　☎23-5812
岐阜県では「ヘルプカード」を作成、配布しています。
手助けが必要な人が普段から身につけておくことで、周囲の配慮や手助
けをお願いしやすくするものです。緊急
連絡先、必要な援助などを記載する欄
があるため、カードを見せることで周囲
の方に必要な情報をすぐに、正確に伝
えることができます。福祉課（駅北庁舎
２階）で配布しています。

多治見市職員による公益通報
の運用状況の公表

問 　議会事務局　☎22-9899

多治見市職員による公益通報
に関する条例第4条および第10
条の規定による職員からの公益
通報について、令和7年度は該
当がありませんでした。

持ち物　参加者に後日連絡
申込方法　
6月15日（月）～7月15日（水）の期間に
申込フォームから
※定員に達し次第申込終了

問申 　環境課　☎22-1175

申場 問

申場 問

申場 問

福祉のいろは ヘルプカードとは

関連トークイベント 「オーナメントとうつわのかたち」
日時　6月6日(土)　13:30～15：00
申込方法
電話またはホームページ問い合わせフォームから

関連イベント 「立川晴の輔落語会」
日時　7月5日(日) 一部 12:00
                         二部 15:00
※各部同一演目

参加料　前売 2,300円 当日 2,500円
※ミュージアム観覧料を含む
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）いれますか？わたしの主張2026 多治見市大会
ページ番号 1006707

各校区大会の代表者が学校生活や社会に対して感
じたことや考えを発表します。
日時 6月20日（土） 13：00～17：30 受付 12：30～
場所 バロー文化ホール 小ホール

問申  青少年まちづくり市民会議事務局（教育推進課）
☎23-5904

多治見市子ども会連合会の
表彰受賞者

優良子ども会表彰
共栄校区 東山ハッピーズ子ども会
根本校区 そらまめ子ども会
根本校区 クローバー子ども会
小泉校区 大原子ども会
笠原校区 音羽区子ども会
笠原校区 釜区子ども会 
笠原校区 富士区子ども会
優良指導者 ジュニアリーダー表彰
鍋

なべの

野 凛
りさき

咲さん（高校３年）
森
もり

 萌
ほのか

栞さん（高校３年）
渡
わたなべ

辺 有
ゆき

希さん（高校３年）
　  多治見市子ども会連合会事務局　☎25-0341

国際交流協会ジュニアクラブ参加者募集
ページ番号 1010526

世界各国の遊びや文化を学びませんか？
日時 6月14日、9月13日、10月25日、12月13日、
2月7日の日曜日　10：30～12：00または13:30～
15：00
場所 ヤマカまなびパーク 6階視聴覚室ほか	
対象 市内在住の小学3～6年生
講師 日本在住の外国人講師 定員 各回20人
参加料 1,000円（年5回すべてのジュニアクラブ講
座に参加可） 持ち物 筆記用具、水筒
申込方法 6月10日(水)までに電話または窓口で

問申  くらし人権課　☎22-1134

児童手当現況届の発送
ページ番号 1006546

児童手当現況届は「原則廃止」となりましたが、その
他書類提出が必要な方に届出を発送しています。
対象 児童手当を受給する方で、現況届のほか書類
提出が必要な方
申込方法 6月30日（火）までに現況届、その他の書
類を返信用封筒で郵送
　  保険年金課　☎23-5732

移動さわらび

地域の施設を利用し、体験活動やふれあい活動（室
内ゲーム、陶芸、手芸、工作、お菓子作り、演奏など）
を行います。内容、参加などについては
気軽に連絡ください。
日時 ①6月17日（水）②24日（水）
9：30～12：00
場所 ①根本交流センター 実習室②太平児童センター
対象 学校生活に不安や悩みのある児童生徒
申込方法 電話で

問申  さわらび　☎0120-51-7
な
8
や
6
む
7
な

たじみ子ども会議☆子どもスタッフ会議
ページ番号 1006405

日時 6月28日（日） 10：00～12：00
場所 ヤマカまなびパーク 学習室501
対象 小学4年生～高校3年生 ※体験参加可
申込方法 電話またはQRコードから

問申  くらし人権課　☎22-1128

親子ふれあい教室
ページ番号 1006202

日時 7月9日、16日の木曜日9：30～11：15（全2回）
場所 駅北親子ひろば　対象 令和7年7月生まれ
定員 10組 講師 ぽかぽか広場スタッフ
申込方法 6月1日（月）～28日（日）の期間に参加
する親子の氏名、子どもの生年月日、住
所、電話番号をQRコードから
※申し込み多数の場合は、抽選
※参加の可否は、6月29日（月）にメールで通知
　  NPO法人まぁーる　☎090-3836-6050
　  こども家庭課　☎23-5958

子育てのことを話しながら、リラックスした時間を
過ごしませんか。
日時 6月26日（金）10:30～11:30
場所 プラティ多治見３階　とうしんウェイプラザ
対象 0歳～おおむね3歳の親子
講師 子育てコーディネーター 
定員 7組 持ち物 飲み物
申込方法 6月19日（金）までにQRコードから
　  こども家庭課　☎23-5958

問

問

申

問

問

子育てコーディネーターサロン～親子ヨガ～
ページ番号 1006215
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介護セミナー「福祉用具ってなに？」
ページ番号 1010523

介護に備えるため、杖や歩行器などの福祉用具に
実際に触れて学んでみませんか。 
日時 6月11日（木）10：30～11：30
場所 プラティ多治見 3階とうしんウェイプラザ
講師 福

ふくおか

岡 健
たける

 氏（福祉用具貸与事業所Liv”E）
定員 20人程度 申込方法 電話で

問申  太平地域包括支援センター ☎25-1135

6月23日～29日は男女共同参画週間
ページ番号 1005999

令和8年度のキャッチフレーズは、「あなたらしさ
が、社会のチカラ」です。市では、７月１日～７日を

「男女共同参画推進週間」としています。
皆さんもこの機会に男女共同参画社会について考
えてみましょう。
　  くらし人権課　☎22-1128

ＮＰＯカフェ 団体の情報交換会

活動内容や悩みなどを情報交換して、
活動にヒントを得ましょう 。
日時 6月27日（土） 13：30～15：30
場所 ヤマカまなびパーク 6階視聴覚室
講師 野

のじり

尻 智
ともひろ

周 氏 （（特非）ぎふNPOセンター事務局長） 
定員 30人
持ち物 団体を紹介する資料など（あれば）
申込方法 電話、窓口またはホームページから

問申  市民活動交流支援センター（ぽると多治見）
☎22-0320

地籍調査 地籍図案と地籍簿案の閲覧
ページ番号 1005883

土地の地目、面積、筆界線や分筆·合筆の状況など
が確認できます。
対象地域 笠原町字平園、天王下 
※対象者には個別に通知
日時 7月10日（金）～29日（水） 9：00～17：00
※土日、祝日を含む
場所 笠原下水処理場研修室
　  開発指導課 ☎22-1341

空き家に関する情報などを一冊にまとめた2026
年版「多治見市空き家の手引き」を無料
配布しています。

問場  建築住宅課 ☎22-1321

さんあいカフェ（認知症カフェ）
ページ番号 1010237（6月13日開催）

ゆっくりと日頃の思いを話してみませんか。

介護家族交流会
ページ番号 1010238

生演奏を楽しみながら介護者同士の交流を目的と
して「なんじゃもんじゃ音楽会」を開催します。
日時 6月19日（金） 10：00～11：30
場所 総合福祉センター 4階大会議室
対象 介護家族※介護を受けている本人も一緒に参加
できます 
講師 山

やました

下 一
いちろう

郎 氏（認知症ケア専門士、音楽療法
士）など 定員 20人 申込方法 電話で

問申  太平地域包括支援センター ☎25-1135

いきいき！脳活教室（認知症予防教室）
ページ番号 1010563

認知症に関心のある方はどなたでも参加いただけます。
日時 6月24日～11月25日の毎月第4水曜日 
13：30～ 15：00（全6回）
対象 6回全て参加できる方
場所 精華地域包括支援センター
講師 中

なかつ

津 智
ともひろ

広 氏（のぞみの丘ホスピタル理学療法室長）
定員 25人 持ち物 動きやすい服装で
申込方法 6月22日（月）までに電話で

問申  精華地域包括支援センター ☎25-2511

問

問

多治見市空き家の手引き
ページ番号 1010201

ページ番号 1010241（6月18日開催）

①
日時　6月13日(土)　9：15～11：15
場所　総合福祉センター 1階ママズカフェ
定員　10人程度　参加料　350円（飲み物代）
　　　太平地域包括支援センター ☎25-1135

②

日時　6月18日（木）　13：30～15：00
場所　ヤマカまなびパーク １階学習室101
※車でお越しの方は、市営豊岡駐車場やヤマカまなび
パーク地下駐車場（１時間無料）をご利用ください
対象　認知症に関わりのある方や地域の方
定員　15人　参加料　100円
申込方法　6月16日（火）までに電話で

問申 　北栄地域包括支援センター
☎27-2211

問申
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指定管理者を募集します
ページ番号 1007385

令和９年度から施設の管理者となる団体を募集します。
対象施設 ①勤労者センター
②豊岡駐車場・豊岡原動機付自転車駐車場
応募期間 6月1日（月） 9：00～19日(金)17：00まで

　  商工観光課　☎22-1252

「はたちの集い」実行委員募集
ページ番号 1006695

企画、準備、当日（令和9年1月10日（日））の運営を
行う実行委員を募集します。
日時 7月2日（木） 19：00～ ※以降月1～2回会議開催
場所 本庁舎6階
対象 令和9、10年「はたちの集い」対象者（平成18
年4月2日～平成20年4月1日生まれ）
　  文化スポーツ課　☎22-1193

ジンチャレ！出張就職個別相談in多治見
ページ番号 1008874

日時 6月2日～30日の火曜日 10：00～17：00
場所 ヤマカまなびパーク学習室
対象 学生、一般求職者
申込方法 開催日の２日前までに電話または申込
フォームから

問申  ジンチャレ！ぎふJobステーション
☎058-214-3081

6月7日～13日は「危険物安全週間」
ページ番号 １００５９６０

今年度の推進標語
「つかみ取れ！めざす無事故の頂を」
ガソリン、灯油などの石油類は皆さんの生活を豊か
にする一方、貯蔵や取り扱いを誤れば爆発や火災
などを引き起こす危険性があります。危険物の特
性を十分に理解し、法令を遵守し安全に取り扱いま
しょう。
　  予防課　☎22-9233

市営住宅の入居者を募集（バリアフリー）
ページ番号 1005539

対象 次の全てを満たす方
①市内に在住または在勤で住宅に困っている
②基準内の所得で市税を滞納していない
③同居する親族がいる（入居可能日から３カ月以内
に結婚する方を含む）
④入居者の中に、身体障害者手帳交付者（下肢障 
がい、体幹機能障がい、視覚障がい）、要支援また
は要介護認定者がいる方
入居募集住宅

家賃 所得に応じて決定 抽選日 ６月１８日（木）
入居可能日 ８月１日（土）
申込方法 ６月２日（火）～９日（火）に申込書（窓口で配
布。ホームページからダウンロード可）に
必要書類を添えて窓口へ※土日を除く

問申  建築住宅課　☎22-1312

うながっぱうちわの協賛企業募集
ページ番号 1006666

うちわの裏面にスポンサーという形で企業名を掲
載します。
対象 市内に事業所を設置している企業·団体
定員 7社（先着順） 協賛金 10万円/社
申込方法 6月8日（月）～17日（水）に申込書（ホーム
ページからダウンロード可）に企業または団体概要
を添えて窓口または電話で
※電話の場合は書類を後日提出

問申  商工観光課　☎22-1250

多治見市ＴＩＰガイド募集
ページ番号 1006687

市内を訪れるインバウンド観光客を外国語で案内
するボランティアガイドを募集します。
対象 外国人観光客のガイドを行うのに
十分な語学能力を有する人材
申込方法 6月30日（火）までに募集要項を確認の
上、「TIPガイド登録申込書」（ホームページからダウ
ンロード可）をEメールまたは窓口で

問申  商工観光課　☎22-1250
E-Mail　shoukoukankou@city.tajimi.lg.jp

問

問

問

団地名 構造・間取り 募集戸数

旭ケ丘第２ 中層耐火４階建・３ＤＫ ４戸程度

高根 中層耐火４階建・３ＤＫ １戸程度

勤労者センター
ホームページ▶︎

豊岡駐車場・豊岡原動
機付自転車駐車場▶
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たじみ農産物直売所13周年祭

土岐川観察館へ行こう

市内に生息するハチとアリの仲間がもつ、多様な行動・
生態を紹介します。生態系が生んだ高度な昆虫に親しんで
ください。
①展示期間 7月1日(水)～31日(金) 開館時間中
②講座日時 7月17日(金) 18:30～20：00 受付 18:00～
定員 20人　講師 横井 洋文 氏(多治見昆虫会)

①②かんさつ館展示-4・かんさつ館講座-4 昆虫
「知っていれば怖くない 本当はすごい昆虫‒ハチとアリ」

場所　①②  土岐川観察館
　　　③④⑤⑥ 申込時に連絡
対象　②  一般・子ども（小学4年生以下は保護者同伴）
　　　③  ３歳以上の親子
　　　④⑤⑥  ３歳以上（小学4年生以下は保護者同伴）
予約　②③④⑤⑥ 来館または電話で
　　　※③④⑤は6月2日(火)～受付開始
申　問　土岐川観察館 
　　　 開館時間 10：00～17：00 ☎21-2151

親子で参加、釣りの楽しさを勉強します。
日時 7月4日(土) 9:30～12：00 受付 9:00～
定員 20人
持ち物 濡れてもよい靴、帽子、飲み物※釣り竿、エサ持参可

③川の達人 親子釣り教室

メダカが生息するビオトープで観察会を行います。
日時 7月19日（日） 9:30～12:00 受付 9:00～
定員 20人 持ち物 歩きやすい靴、帽子、飲み物

⑥ 自然観察会-６「ビオトープ」

土岐川観察館で飼育しているメダカを配布します。上手
に育てて沢山増えたら、観察館に里帰りさせましょう。
日時  7月1日(水)～8月30日(日) 開館時間中
持ち物 フタがしまる入れ物※ペットボトル不可
※数に限りがあるため配布を中止する場合があります。観察館ホームページ
で確認、または電話にてお問い合わせください

多治見メダカの里親募集
④多治見で一番魚の多い川でガサガサをします。
⑤土岐川の合流点でガサガサをします。
日時 ④7月5日（日）⑤12日(日) ※④⑤いずれか選択
④⑤ともに9:30～12:00 受付 9:00～ 
定員 30人
持ち物 着替え、濡れてもよい靴、帽子、飲み物、タオル

④⑤子どもガサガサ探険隊 大原川

よこい ひろふみ

生態・特徴　
・多治見市だけでなく、日本全国に分布
・幼虫は、腐葉土をエサとしている
・成虫の体長は、1～2ｍｍ程度
・成虫の発生条件は、温度30℃、湿度70％程度
・早朝から午前中にかけて発生しやすい
・白など明るい色に近寄る習性がある

クロバネキノコバエの大量発生 　 環境課 ☎22-1175

日時 6月6日(土) 10：30～14：00
　　　※営業時間は16：00まで
場所 たじみ農産物直売所
　　 「駅北ファーム」
       (ジョイフル多治見1階 )
感謝セール
6月8日(月)～13日(土) 
10：00～16：00
　  農林課 ☎22-1258

危険木伐採事業費補助金制度について
倒木被害を及ぼす恐れのある樹木の伐採に対して補助金を支給します。
対象 次の全てを満たす方
①森林法第5条に規定する森林または現況地目が山林・保安林となっている
土地の危険木の樹木の伐採
②自己用住宅および集合住宅に倒木被害を及ぼす恐れのある樹木の伐採
補助経費 事業費の4分の3以内(上限50万円)
※本事業は森林環境譲与税を活用しています。予算に達し次第終了

申請方法 樹木の伐採前に必ず農林課へ相談し、補助金の交付申請書を提出
※申請前に伐採されたものについては、補助の対象となりません

　  　　農林課 ☎22-1258

市では、平成22年から周期的にコバエの大量発生が確認されています。
これまで調査を実施しましたが、短命により調査が困難で未だ詳しい発生原因および対処法は明らかになっていません。
例年梅雨時に発生がみられ、暑くなる時期には収まる傾向にあります。人を刺したり、毒性があったりといった直接的な害は

ありませんが、目や肌に触れてアレルギーのような反応を引き起こす事例も報告されています。発生が確認された際にはマス
クを着用し、吸い込まないようご注意ください。

対策　
・窓辺では、サッシの外側にタープや扇風機を設置し、風の流れを変
える

・捕虫シートや捕虫器などを設置する
・網戸や窓などの開口部に忌避剤を噴霧する
・発生時には、換気扇の利用や窓の開閉を避ける
※この他、効果的な対策がありましたら、環境課までお知らせください

ページ番号 1010446 ページ番号 1010288

ページ番号 1005427問

問
申 問
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燃やすごみの約4割はリサイクルできる「紙類」「布類」が占めています
生ごみを減らしたり、紙類や布類を資源にしたりすることで、家庭から出る「燃やすごみ」を減らし、ごみ袋
を節約することができます。

《紙類・布類を資源に》
包装紙や箱など名刺サイズ以上の紙は、資源として「紙類」の収集日に「ざつ紙」として出しましょう。
「ざつ紙」は「紙袋」に入れて出すことができます。
ダンボール、新聞、雑誌、牛乳パック、古着は、できるだけ地域の資源集団回収をご利用ください。

《生ごみを減らす工夫》
●食品ロスをなくそう
食べ物を無駄にしない意識を高めましょう
●エコクッキングに挑戦
野菜の葉や皮も食材として使っておかずを一品増やしましょう
●十分に水を切る
生ごみは水分が多く、そのまま出すと臭いも出てカラスなどに荒らされる原因になります

《生ごみを肥料にする機器の活用》
生ごみを発酵させたり、乾燥させたりすることで肥料が作れます。生ごみの肥
料化にチャレンジしてみましょう。
●生ごみ処理容器・・・コンポスト、密閉（ボカシ）容器など。微生物の力で分解、
たい肥化します
●生ごみ処理機（電気式）・・・生ごみをヒーターなどの熱や温風で水分を蒸発
させて乾燥、かくはん、破砕します
●ダンボールコンポスト・・・ダンボール箱に分解を助ける基材と生ごみを
混ぜ、微生物の力で分解します

家電4品目の処分方法について
家電4品目（テレビ、洗濯機・衣類乾燥機、冷蔵庫・冷凍庫、エアコン）を処分する場合は、「家電リサイクル法」

に基づき、次のように適正に処分してください。
・購入したお店または買い替えるお店に引き取りを依頼する
・郵便局で家電リサイクル券を購入して、指定引き取り場所へ持ち込む
最寄りの指定引き取り場所
西濃運輸（株）岐阜東濃支店
住所　土岐市下石町字西山304番地の912
☎57-9015
小森産業（株）美濃加茂事業場
住所　美濃加茂市加茂野町市橋1129
☎0574-54-1283

６月は環境月間です

生ごみ処理機や生ごみ
処理容器の購入補助制
度もあります。 
詳細はこちら

ページ番号 1005447

※大畑センターへ持ち込む場合は、家電リサイクル券とは別に、指定引き取り場所までの運搬料金として1製品につき2,100円が
必要です

環境課　☎22-1580問
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リチウムイオン電池や充電池などの安全な処分にご協力ください
全国的にリチウムイオン電池などの発火事故が発生しています
携帯電話やハンディファンなど、充電池が入った製品は多くあり生活に欠かせないものの、リチウムイオ

ン電池などからの発火が原因で火災に至ることもあります。また、ごみ焼却施設でリチウムイオン電池が
原因と考えられる火災が発生し、ごみ収集が滞る自治体もでています。
多治見市でもごみ収集車のホッパー(荷箱)で火災が発生しています。また、膨らんでいたり、熱を持った

りしていて、発火などの危険性が高いリチウムイオン電池などの処分方法について、多くのお問い合わせ
をいただくようになりました。
廃棄をする際は適切な分別をし、安全な処分にご協力をお願いします。

リチウムイオン電池などは「燃やすごみ」に出さないで！
●リチウムイオン電池
3カ月に1回の「有害ごみ」に出してください
●モバイルバッテリー
購入したお店やメーカーで引き取りができないか確認してく
ださい。引き取りができない場合は、「有害ごみ」に出してくだ
さい
●充電池が内蔵されている製品
①購入したお店やメーカーで引き取りができないか確認して
ください
②引き取りができない場合、充電池が取り外せれば、充電池は
「有害ごみ」に出し、残りは「破砕ごみ」に出してください
③充電池が取り外せない場合は、「破砕ごみ」に出してください

開場時間
平日 9：00～16：00
　　 (12：00～13：00は休場)
第３日曜日 9：00～12：00

問い合わせ
三の倉センター　☎23-1103
大畑センター　　☎23-2926

7月4日（土）～　笠原クリーンセンターの休日開場をはじめます！
令和8年7月から、月に1回、笠原クリーンセンターの休日開場を始めます。
これにより、休日にリチウムイオン電池を含む製品を廃棄できる日を増やします。

毎月第1土曜日(1月と6月のみ第2土曜日) 9：00～12：00
笠原クリーンセンター（笠原町4022番地の7）
「資源（有害ごみ含）」、市指定ごみ袋に入れた「破砕ごみ」や「燃やすごみ」
※一般家庭からのごみに限ります。事業者のごみは受け付けません
※ごみ袋に入らない粗大ごみ（大きなごみ）は受け付けません
※7月6日（月）から環境課（市役所本庁舎）でモバイルバッテリーの回収を実施します

受付日時
受入施設
受付品目

発火などの危険性が高いリチウム
イオン電池などは、三の倉セン
ターか大畑センターへ直接持ち
込んでください。
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